























































始めに文字の一覧を表 1に示す。その際、 (1番目の字<23の異体字〉や 8番目の字〈異体字は 1字〉
の様に、異体字数の多寡には幅はあるが)異体字群中の何れを正字と見なすかは『字典』の記載
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2-1.文字単位集合

















































































































































































毎月の日数程(正字込みで 29)の異体字がある。今度の 2皇豆から亘10までは声母は sである。
大抵が象形の類で、単体字であり、以下は議論の要するものだけ取り上げる。.2.00は(弘主に
倣って)単体字とした48)。孟皇豆は皇Zに「点線囲い」く29豆(外)>を付した字形である。 (.21Qや話基に
















































41昼から生22までの声母は Pj、盆主主から壬2豆までの声母は bj、42亘と 427の声母は
mj、42皇の声母は自、ゑ孟皇と 430の声母は VJ、生呈lから生38までの声母は吋、生主皇から
乏生呈までの声母は thj、4全呈の声母は-dj、4韮乏から M皇までの声母は(ー)nj、449から 4亘皐








































文字単位数 1 2 総計字数
水書文字数 449 18 467 











初めに、次の表 4に文字の対称類型(I ~ V1U)と分かり易い例(ラテン文字と漢字)を挙げる。尚、
併せて本稿末の補論 A<対称E型に関する新考察>もお勧めしたい。
















18 H H E E E E E H 
36 E VI H E れfE W E vn 
54 H E E E 皿H H E 
72 H E E VI E E H E 




IV E E H E E I 
108 E E E H H H V E H 
126 V H E 皿E E H IV E H れfH H 血V E 
144 E E V E VI E VI E
 
E E H E E H 
162 VI E E E H H E E 皿E E 
180 H I E H E E E 
198 E E E E E vn E 
216 V E E E E vn E vn 
234 E V E E 班E E vn 
252 H W E H E V E E E 
270 E E W E IV H E H E 
288 国IV H H E E 皿H H E E E / 
306 V E I E E E V E E 
324 E H H E 皿H VI H E I V E 
342 E E I E 皿H E VI V 
360 IV H E H E H vn H V H H 
378 H E E VI E E E 
396 / E
 
E E E E IV E E H E 
414 / E H E E H E 
432 E vn / vn 皿E E E 四
450 vn vn H H vn H E E H E VI H 
468 H 皿E E E Ilc E H H 回H 
471 V VI 
会)同一字認定:395=生~M_以=主語必1=1皇室，271=97 ，
**)m型内訳:皿 a<与三>; Il-bくよ三>; Il-cくよ主〉
-33 
補 1)文字の番号(順序)は孟よと向じ。 VDIは[一]で代用した。





した。基準字形の基線を (II型となる水平でなく、)右 450 斜線としたため、 19はvn型となる。






























l皇皐も同様で、基準字形の左傾度をどう (0'か 45')するかだが、 45'と見るためvn型となるo




























型 E E IV V VI vn VsI 言十
字数 27 160 39 11 13 11 12 194 467 
(%) 5.8 34.3 8.4 2.4 2.8 2.4 2.6 41.5 
表 6 水書常用文字(467字)の対称型分布








型 H E IV V VI 四 咽 計
字数 26 163 42 12 14 11 12 184 464 
(%) 5.6 35.1 9.1 2.6 3.0 2.4 2.6 39.7 
表 7 水書のく文字単位〉対称型分布
.295(外)はV型に繰込





















既に表 3で見たように、表 1(467字)中の 449は単体字だから①である。従って、残り
の 18字(全て 2単位文字)だけを調べればいい。具体的な番号は 2-2章末と(註 66)にあ
る。結果を表 8(判断基生は互主)に示す。即ち、
表 8 複合 (2単位)字のく配置類型〉一覧




型 ① ② ③ ⑧ 総計
字数 449 13 3 2 467 











1) ai3sui3o aiは人の量調、水はsuiの訳音で、アクセントは共に(促声調は別で、 6種中の)
第 3声である。





3) 西暦 1990年の人口調査(社会科学院 1994)では、全人口 (34.6万人)の 8割(27.4万人)
が貴州省(広西と雲南の側も含めると 28.6万)に、また三都自治県には 4割 (14.1万人)
がいる。尚、 2000年の調査(病 2008)では貴州省内に 90.8%(37万人弱)し、る。
4)西暦 2000年の人口調査による(病 2008)0 1990年の第 4次全国人口調査では 35万人
弱(社会科学院 1994)、1978年の統計(張 1980)では 23万人余、 1982年の統計(王 1987)
では 29万人弱とある。






8) (西田 2000)に依れば、中国内のタイ系諸語は次の様(人口は 1990年調査)である。即ち
壮族(1548万人)、布依族(254万人)、伺族 (251万人)、僚族 (102万人)、禁族(111万人)、
水族 (34.6万人)、低倍族 (15.9万人)、毛難族 (7.2万人)で、 2500万人に満たない。





























































































57)計算過程は、 (1単位x449 + 2単位 X 18) -;464字=1.045単位/字、である。
58)詳細は(鹿島 1997)、(鹿島 2006)、(鹿島 2007)、(鹿島 2008)を参照されたい。
59) r仮名Jは[ちゃ]や[ウィ]等の複合文字を含んだ新しし、(現行)文字のことではない。








66)具体的には(咽→ )、皇(1)、昼1( 1 )、昼♀(一)、昼1(一)、 121(III)、131(II)、L主主(一)、



















73) 単純に、咽(非対称)型の数だけから判断すれば、 (Vが 1つ、)II a， IIbが2つ、皿 c，1 ，I， 
Nが5つ、VI，vnが6つ、(Villが 8つ、だから、V→IIa，II b→II c， 1 ，I ，N /VI， VI→vil、ないし
V→阻 c→IIa，II b→ 1 ，I ，N /VI，VI→VDIも不可能ではないが、 II(-a，-b，-c)としての一
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本文中でも触れたが、回転(90。、 1800 、2700 )移動と反転(上下、左右、斜線)移動に対して、
同形を維持するか否かを基準すると、幾何学図形(字形)は(数学的記載の違いを根拠に)八種類
に分類できる(鹿島 1997)。即ち、上下対称(1 )、左右対称(I )、上下左右対称(il)、点対称(N)、
回転対称(V)、右鍵型(VI)、左鍵型(W)の対称型(7種)と、それ以外(VIll:非対称)である。






実際、 ((鹿島 2008)で筆者の想定した)納西東巴文字の基準字形の集合(1340字)では、 (IIaの
40字に対して)且主は 7字、旦」は l字であった旬。では、理論解説の便宜のため、以下に、
文字、型、操作 (1~8) 後の字形を表で示す。(尚、従来の表と理論は(鹿島 1997) 等を参照されたい。)
文字|型 |lj2;3;4:5j6i 7 i 8| 
B 11 I B181Co i[n i 1 1 214 i 3 1 .上下対称文字 (4形)
A I r IAjvj》;〈 j2jlj3j4 n.左右対称文字 (4形)
HI田 I'H11 i工i3 i 1 i 113 i 3 m.上下左右対称文字 ( 2形)
N IlV INjljzj3;M;5jJS i 7 IV. 点対称文字 (4形)
o Ivlol1111111!111!1IV.回転対称文字 ( 1形)
4 ・ ・ • 
L I ¥1 I L : I i r : Ji 3 i 4・lT2lVI.右鍵型文字 (4形)
左型字
J I vnIJ j「jLj「 ;4j:31 2 1 1 VI. 鍵文 (4形)
F IVl IF!=ゴ1111 lL 1ヒ i司 1lJ1IT" VllI.非対称文字 ( 8形)
- IE -iI li3lli 11313 m a. 上下左右対称文字(2形)
/ |E /jl ¥i3i3j3i li l Eb  斜線型文字 ( 2形)
まんじ




従来からの皿 (=illa)と同じだと言う点が先ずある。(皿〈全て 1=2>内部の区別は、 1=5(=6)
が-a、1=7(=8)がーb、1=3(=4)が-c、である。)
そして、同時に次表〈孟の字形ヰ且単とした場合ヰ(且主4瓦畠)a!1亀0)1/>の関係を満たす。








の幾何学的特徴JW東北大学言語学論集』第 3号、 pp.117-131.の 119頁)で尽きている。そこで、ここ







V→E→ 1 ，1 ，N /VI，vn→Vm (字形合成に際し、対称性は増加(左へは変化)しなし、)
はどうなるのだろうか。補充部分(且..Q.，且dについて見ると、次の様(且三且J!)である。
I1 IV VI VI VDI 
羽1I V11 vm VI V1D 
Vm I VDI vm VDI VDI VDI 
V11 VDI 
vm VDI 
VDI VDI VDI 
皿bl皿billb凋 咽 NVI百四






V→m c/ill a.mb→ 1 .II.N /VI.vn→Ym 73> 
-44-
